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研究成果の概要 

本年度は、半導体量子構造における電子スピン波生成に向けた基盤技術の確立と電子スピン

波とマグノンの相互作用観測に向けた薄膜成長・スピン注入技術の構築を進めてきた。具体的な

研究成果の概要を以下に述べる。 

半導体量子構造を用いて光の空間構造からスピンの空間構造である電子スピン波へ情報

変換を行うため、空間光変調器を用いて偏光の空間構造を構築し、GaAs/AlGaAs量子井戸

構造に照射した。光学遷移選択則に基づいて電子スピン波へと光電変換できることを時空間

カー回転則により明らかにした。これにより任意の波長を有する電子スピン波の光電変換技術

を確立できたこととなる。また、波動性を使った選択的情報記録の概念実証を目指しマグノン

による選択的磁化反転の観測に成功した。 

電子スピン波とマグノンを結合させるために強磁性/半導体接合を用いたスピン注入技術が

必要不可欠である。そこで、n-GaAs / n+-GaAs / CoFe薄膜構造を用いてスピン注入素子を作

製した。スピンホール効果を利用したスピン蓄積の検出を行うため、従来型の非局所スピン注

入信号の知見をベースに電極形状などの素子構造改良を進めた。 

電気的スピン注入による電子スピン波形成に向け、GaAs 上の垂直スピン源の作製と

AlGaAs/GaAs 系高移動度２次元電子ガスの作製を行った。前者に関しては、MnGa/Feからな

る二層膜において明瞭な垂直磁化特性を確認するとともに、そのスピン軌道トルク磁化反転を

実証した。後者に関しては、移動度を向上する成長条件を系統的に明らかにし、その結果、

77Kにて 105 cm2/Vsを越える高移動度を達成した。 
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